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1. はじめに

　電子機器セットは各機能ごとに基板を分けることが多
く，それら基板間の接続には，ワイヤー接続やコネクタを
介したワイヤー接続，オスメスコネクタによる接続などが
用いられる。フローティングコネクタとはオスメスコネク
タによる接続に分類され，基板の位置ずれを考慮して，オ
ス，メスいずれか，もしくは両側において可動機構がある
コネクタである（図 1参照）。
　フローティングコネクタは基板間接続の位置ずれ吸収に
使用されてきたが，セット品の小型化，コスト削減に伴
い，ケーブルとの置き換えとして積極的に用いられてきて
いる。
　この流れは自動車部品にも波及しており，昨今の機電一
体指向に伴い，採用もしくは採用検討がなされるように
なった。位置ずれ機能の可動機構にはその構造上，振動に
対する耐久的優位性も推定され，その理論的根拠，設計へ
の定量的反映も求められはじめている。
　われわれは顧客からのそれら要求事項に対しさまざまな
要素開発を行い，設計への落し込みを実施している。本稿
ではそれらアプローチについて解説する。

2. 振動へのアプローチ

　設計への落し込みを実施するには，使用されるセットに

おいてコネクタ実装部ではどの程度の振動振幅が発生する
のかを把握する必要がある。振動条件として，大きく分け
てスイープ振動（正弦波振動），ランダム振動 1),2)がある。
スイープ振動はある時間において 1つの正弦波のみが振動
入力として入る振動であり，ランダム振動は複数の正弦波
が同時に入る振動である。振動振幅はそれぞれで算出手法
が異なるので分けて考える必要がある。
2.1	 スイープ振動

　スイープ振動において振幅を把握するには FEM解析に
てモーダル解析後，線形動解析を実施する。コネクタ実装
部の基板における各周波数の振幅量を繋げば，周波数─振
幅量の関係が分るので，適当な周波数における最大の振幅
力が特定できる（図 2参照）。
　注意すべき点はオス側コネクタ，メス側コネクタの基板
の振幅量である。基板は双方で同時には動いていない可能
性（位相ずれ，振幅の強度差）があるので，相対振幅量が
重要である（図 3参照）。
2.2	 ランダム振動

　スイープ振動において振幅を把握するには FEM解析に
てモーダル解析後，線形動解析を実施する。見るべき値は
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図 1.　フローティングコネクタの動き 図 2.　角周波数での振幅量


